
市町村アカデミーでの想い出

研修で一緒になった他自治体の職員が語ったこの言
葉が、私の心に深く響きました。DXとは、デジタル
ツールを導入することではありません。人と人、地域
と行政、過去と未来、様々な「アナログ」な要素を紡
ぎ、新たな価値を生み出す糸であると私は理解しまし
た。
今回の研修では、DX推進のための様々な考え方を数
多く学びました。しかし、その根底には常に「人」の
存在がありました。デジタルツールは、あくまで人と
人とのコミュニケーションを円滑にし、アイデアや知
識を共有するための手段にすぎないということです。
重要なのは、ツールを使いこなす「人」の意識改革
です。DX推進は、一部の専門家やリー
ダーだけで成し遂げられるものではあり
ません。職員や住民の一人ひとりが、問
題に対して理解を深め、積極的に解決し
ようとする意識を持つことが不可欠だと
感じました。
同時に、DX推進は、地域社会の課題

解決という明確な目的意識を持って進めるべきです。
効率化やコスト削減だけを追求するのではなく、住民
の生活の質向上、地域経済の活性化など、具体的な目
標を設定し、そこから逆算して必要なツールやシステ
ムを導入していく必要があるということです。
代表幹事として、今回の研修で得た知識や経験を活
かし、地域社会に貢献できる施策を立案できる人材に
なりたいと思いました。職員や住民の声を丁寧に聞き
取り、それぞれのニーズに合った仕組みに変革してい
く。そして、DXを「人と人とのつながりを紡ぐ新たな
糸」として捉え、地域社会全体の活性化に貢献してい
きたいと思います。
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